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（
労
働
者
派
遣
法
の
一
部
改
正
）

第
十
三
条

労
働
者
派
遣
法
の
一
部
を
次
の
よ
う
に
改
正
す
る
。

第
四
十
五
条
第
一
項
中
「
第
六
十
二
条
」
の
下
に
「
、
第
六
十
二
条
の
二
」
を
加
え
、同
条
第
三
項
中「（
第
二
項
」

の
下
に
「
及
び
第
三
項
」
を
加
え
、「
第
六
十
五
条
の
四
」
を
「
第
六
十
五
条
の
五
」
に
改
め
、
同
条
第
四
項
中
「
同

項
」
の
下
に
「
及
び
同
条
第
三
項
」
を
加
え
、
同
条
第
五
項
中
「
及
び
」
を
「
並
び
に
」
に
改
め
、「
第
四
十
五
条
第

二
項
」
の
下
に
「
及
び
第
三
項
」
を
加
え
、
同
条
第
六
項
中
「
第
六
十
五
条
の
四
」
を
「
第
六
十
五
条
の
五
」
に
改

め
、
同
条
第
十
五
項
中
「
事
業
者
、」と
あ
る
の
は
「
事
業
者
」
を
「
事
業
を
行
う
者
」
と
あ
る
の
は
「
事
業
を
行
う

者
」
に
、「
を
含
む
。
以
下
こ
の
条
に
お
い
て
同
じ
。）、」を
「
を
含
む
。）」
に
、「
第
四
項
ま
で
、第
三
十
三
条
第
一
項
、

第
三
十
四
条
」
を
「
第
三
項
ま
で
」
に
改
め
、「
、
第
九
十
九
条
第
一
項
」
を
削
り
、「
事
業
者
を
含
む
。）」
と
」
の
下

に
「
、
同
法
第
三
十
三
条
第
一
項
、
第
三
十
四
条
及
び
第
九
十
九
条
第
一
項
中
「
事
業
を
行
う
者
」と
あ
る
の
は「
事

業
を
行
う
者
（
派
遣
先
の
事
業
者
を
含
む
。）」
と
、
同
法
第
三
十
二
条
第
四
項
中
「
請
負
人
」
と
あ
る
の
は
「
請
負

人
（
派
遣
先
の
事
業
者
を
含
む
。）」
と
」
を
加
え
、「「
の
労
働
者
」
と
あ
る
の
は
「
の
労
働
者
」
を
「「（
労
働
者
」

と
あ
る
の
は「（
労
働
者
」
に
改
め
、「「
派
遣
中
の
労
働
者
」
と
い
う
。）を
含
む
」
の
下
に
「
。
以
下
こ
の
項
に
お
い

て
同
じ
」
を
加
え
、「
、
第
三
十
一
条
の
四
並
び
に
第
三
十
二
条
第
四
項
、
第
六
項
及
び
第
七
項
」
を
削
り
、「
労
働
者

を
含
む
。）」
と
」
の
下
に
「
、
同
法
第
三
十
一
条
の
四
、
第
三
十
二
条
第
四
項
、
第
六
項
及
び
第
七
項
並
び
に
第
九

十
九
条
第
二
項
中
「
作
業
従
事
者
」
と
あ
る
の
は
「
作
業
従
事
者
（
派
遣
中
の
労
働
者
を
含
む
。）」
と
」
を
、「
第
百

三
条
第
一
項
中
「
こ
の
法
律
又
は
こ
れ
に
基
づ
く
命
令
の
規
定
」
の
下
に「（
第
五
十
七
条
の
二
第
四
項
及
び
こ
れ
に

基
づ
く
命
令
の
規
定
を
除
く
。）」
を
加
え
、「
又
は
こ
れ
に
基
づ
く
命
令
の
規
定
（
」
を
「
又
は
こ
れ
に
基
づ
く
命
令

の
規
定
（
第
五
十
七
条
の
二
第
四
項
及
び
こ
れ
に
基
づ
く
命
令
の
規
定
を
除
く
。）（
」
に
改
め
る
。

第
四
十
七
条
第
一
項
中
「
労
働
安
全
衛
生
法
第
六
十
五
条
第
一
項
」
を
「
第
三
項
ま
で
」
に
改
め
る
。

第
十
四
条

労
働
者
派
遣
法
の
一
部
を
次
の
よ
う
に
改
正
す
る
。

第
四
十
五
条
第
一
項
中
「
第
六
十
条
の
二
」
の
下
に「（
第
二
項
を
除
く
。）」
を
加
え
、
同
条
第
三
項
中
「
第
三
十

条
の
三
ま
で
」
を
「
第
三
十
条
の
四
ま
で
」
に
、「
並
び
に
第
三
十
条
の
三
第
一
項
及
び
第
四
項
」
を
「
、
第
三
十
条

の
三
第
一
項
及
び
第
四
項
並
び
に
第
三
十
条
の
四
第
一
項
」
に
、「
及
び
第
三
項
」
を
「
か
ら
第
四
項
ま
で
」に
改
め
、

「
含
む
。）」
と
」
の
下
に
「
、
同
法
第
三
十
条
の
四
第
二
項
中
「
第
三
十
条
の
二
第
一
項
に
」
と
あ
る
の
は
「
第
三

十
条
の
二
第
一
項（
こ
れ
ら
の
規
定
が
労
働
者
派
遣
法
第
四
十
五
条
の
規
定
に
よ
り
適
用
さ
れ
る
場
合
を
含
む
。）に
」

と
」
を
加
え
、
同
条
第
四
項
中
「
第
四
十
五
条
第
二
項
」
を
「
第
四
十
五
条
第
三
項
第
一
号
」
に
、「
及
び
同
条
第
三

項
」
を
「
及
び
同
条
第
四
項
」
に
改
め
、
同
条
第
五
項
中
「
第
四
十
五
条
第
二
項
及
び
第
三
項
」
を
「
第
四
十
五
条

第
三
項
及
び
第
四
項
」
に
改
め
、
同
条
第
十
五
項
中
「
第
百
条
か
ら
第
百
二
条
ま
で
」
を
「
第
百
条
、
第
百
一
条
、

第
百
二
条
」
に
改
め
、「
事
業
者
（
派
遣
先
の
事
業
者
を
含
む
。）」
と
」
の
下
に「
、
同
法
第
三
十
二
条
第
四
項
中「
作

業
場
所
管
理
事
業
者
」
と
あ
る
の
は
「
作
業
場
所
管
理
事
業
者
（
派
遣
先
の
事
業
者
を
含
む
。）」
と
」
を
加
え
、「
第

三
十
二
条
第
四
項
中
」
を
「
第
三
十
二
条
第
五
項
中
」
に
、「
第
三
十
二
条
第
四
項
、
第
六
項
及
び
第
七
項
」
を
「
第

三
十
二
条
第
五
項
、
第
七
項
及
び
第
八
項
」
に
改
め
、
同
条
第
十
六
項
中「
第
四
十
五
条
第
一
項
若
し
く
は
第
二
項
」

を
「
第
四
十
五
条
第
一
項
か
ら
第
三
項
ま
で
」
に
改
め
る
。

厚
生
労
働
大
臣

福
岡

資
麿

内
閣
総
理
大
臣

石
破

茂

（
登
録
免
許
税
法
の
一
部
改
正
に
伴
う
経
過
措
置
）

第
十
二
条

こ
の
法
律
の
公
布
の
日
か
ら
施
行
日
の
前
日
ま
で
の
間
に
受
け
る
附
則
第
二
条
第
二
項
の
登
録
に
係
る
前

条
の
規
定
に
よ
る
改
正
前
の
登
録
免
許
税
法
の
規
定
の
適
用
に
つ
い
て
は
、
同
法
別
表
第
一
第
八
十
三
号
中
「
、
登

録
性
能
検
査
機
関
」
と
あ
る
の
は
「
、
登
録
設
計
審
査
等
機
関
、
登
録
性
能
検
査
機
関
」
と
、
同
号

中「
除
く
。）」

と
あ
る
の
は
「
除
く
。）又
は
労
働
安
全
衛
生
法
及
び
作
業
環
境
測
定
法
の
一
部
を
改
正
す
る
法
律
（
令
和
七
年
法
律

第
三
十
三
号
）
附
則
第
二
条
第
二
項
（
登
録
設
計
審
査
等
機
関
の
登
録
に
関
す
る
準
備
行
為
）
の
登
録
」
と
す
る
。

危
険
物
の
規
制
に
関
す
る
政
令
の
一
部
を
改
正
す
る
政
令
を
こ
こ
に
公
布
す
る
。

御

名

御

璽

令
和
七
年
五
月
十
四
日

内
閣
総
理
大
臣

石
破

茂

政
令
第
百
九
十
一
号

危
険
物
の
規
制
に
関
す
る
政
令
の
一
部
を
改
正
す
る
政
令

内
閣
は
、
消
防
法
（
昭
和
二
十
三
年
法
律
第
百
八
十
六
号
）
第
十
条
第
三
項
及
び
第
四
項
、
第
十
六
条
、
第
十
六
条

の
四
第
二
項
並
び
に
第
三
十
六
条
の
四
の
規
定
に
基
づ
き
、
こ
の
政
令
を
制
定
す
る
。

危
険
物
の
規
制
に
関
す
る
政
令
（
昭
和
三
十
四
年
政
令
第
三
百
六
号
）
の
一
部
を
次
の
よ
う
に
改
正
す
る
。

第
九
条
第
一
項
第
一
号
ホ
中
「
こ
え
」
を
「
超
え
」
に
改
め
、
同
号
ヘ
中
「
こ
え
る
」
を
「
超
え
る
」
に
改
め
、
同

項
第
十
二
号
中
「
か
つ
」
及
び
「
あ
つ
て
は
」
の
下
に
「
、
総
務
省
令
で
定
め
る
場
合
を
除
き
」
を
加
え
、
同
項
第
十

三
号
中
「
も
れ
」
を
「
漏
れ
」
に
改
め
、
同
項
第
十
四
号
中
「
取
扱
」
を
「
取
扱
い
」
に
改
め
、同
項
第
十
八
号
中「
あ

た
つ
て
」
を
「
当
た
つ
て
」
に
改
め
る
。

第
十
一
条
第
一
項
第
七
号
中
「
さ
び
ど
め
」
を
「
さ
び
止
め
」
に
改
め
、
同
項
第
十
号
ハ
中
「
ふ
た
」
を
「
蓋
」
に

改
め
、
同
項
第
十
号
の
二
ル
中
「
か
つ
」
及
び
「
あ
つ
て
は
」
の
下
に
「
、
総
務
省
令
で
定
め
る
場
合
を
除
き
」
を
加

え
る
。

第
十
九
条
第
二
項
第
一
号
か
ら
第
二
号
ま
で
、
第
四
号
及
び
第
五
号
中
「
専
ら
」
を
削
り
、「
行
う
」
を「
専
ら
行
う
」

に
改
め
、
同
号
の
次
に
次
の
一
号
を
加
え
る
。

五
の
二

危
険
物
を
用
い
た
蓄
電
池
を
製
造
し
、
又
は
充
電
し
、
若
し
く
は
放
電
す
る
作
業
を
専
ら
行
う
一
般
取
扱

所
そ
の
他
こ
れ
に
類
す
る
一
般
取
扱
所

第
二
十
条
第
三
項
を
次
の
よ
う
に
改
め
る
。

３

次
に
掲
げ
る
製
造
所
等
に
つ
い
て
は
、
総
務
省
令
で
、前
二
項
に
掲
げ
る
基
準
の
特
例
を
定
め
る
こ
と
が
で
き
る
。

一

蓄
電
池
に
よ
り
貯
蔵
さ
れ
る
総
務
省
令
で
定
め
る
危
険
物
の
み
を
貯
蔵
し
、
又
は
取
り
扱
う
屋
内
貯
蔵
所

二

前
条
第
二
項
第
五
号
の
二
に
掲
げ
る
一
般
取
扱
所
の
う
ち
総
務
省
令
で
定
め
る
も
の

三

前
条
第
二
項
第
九
号
に
掲
げ
る
一
般
取
扱
所
の
う
ち
総
務
省
令
で
定
め
る
も
の

第
二
十
七
条
第
二
項
か
ら
第
五
項
ま
で
の
規
定
中
「
取
扱
」
を
「
取
扱
い
」
に
改
め
、
同
条
第
六
項
第
一
号
の
二
中

「
規
定
」
の
下
に「（
同
項
第
一
号
に
掲
げ
る
給
油
取
扱
所
の
う
ち
総
務
省
令
で
定
め
る
も
の
に
あ
つ
て
は
、
前
号
（
イ

か
ら
ハ
ま
で
及
び
チ
を
除
く
。）の
規
定
）」を
加
え
る
。

第
二
十
九
条
第
一
号
た
だ
し
書
を
次
の
よ
う
に
改
め
る
。

た
だ
し
、
次
の
い
ず
れ
か
に
該
当
す
る
場
合
は
、
こ
の
限
り
で
な
い
。

イ

塊
状
の
硫
黄
等
を
運
搬
す
る
た
め
積
載
す
る
場
合

ロ

危
険
物
が
漏
れ
、
あ
ふ
れ
、
又
は
飛
散
す
る
お
そ
れ
が
少
な
く
、
か
つ
、防
火
上
支
障
が
な
い
も
の
と
し
て
、

総
務
省
令
で
定
め
る
場
合

ハ

危
険
物
を
一
の
製
造
所
等
か
ら
当
該
製
造
所
等
の
存
す
る
敷
地
と
同
一
の
敷
地
内
に
存
す
る
他
の
製
造
所
等

へ
運
搬
す
る
た
め
積
載
す
る
場
合

第
四
十
条
第
二
項
中
「
四
千
七
百
円
」
を
「
五
千
三
百
円
」
に
改
め
る
。

附

則

（
施
行
期
日
）

１

こ
の
政
令
は
、
公
布
の
日
の
翌
日
か
ら
施
行
す
る
。

（
罰
則
に
関
す
る
経
過
措
置
）

２

こ
の
政
令
の
施
行
前
に
し
た
行
為
に
対
す
る
罰
則
の
適
用
に
つ
い
て
は
、
な
お
従
前
の
例
に
よ
る
。

総
務
大
臣

村
上
誠
一
郎

内
閣
総
理
大
臣

石
破

茂
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